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三
村　

町
は
、
震
災
の
と

き
、
放
射
能
の
問
題
が
あ
る

と
し
て
、
側
溝
の
泥
上
げ
を

禁
止
し
ま
し
た
が
、
５
年
６

カ
月
経
過
し
た
今
で
も
解
除

し
て
い
ま
せ
ん
。

　
い
わ
き
市
で
は
、
国
の
対

応
を
待
た
ず
に
、
自
主
財
源

で
汚
泥
処
理
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
町

の
認
識
と
方
針
、
そ
の
対

策
、
住
民
の
健
康
問
題
と
し

て
ど
う
考
え
て
い
て
る
の

か
。

町
長　
７
月
29
日
付
の
福
島

民
報
で
「
環
境
省
の
方
針
と

し
て
基
準
未
満
の
側
溝
汚
泥

に
つ
い
て
、
国
費
で
除
去
す

る
」
と
報
道
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
時
点
で
国
・
県
か
ら

は
、
具
体
的
な
提
示
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

道
路
側
溝
の
、
空
間
放
射

線
量
基
準
値
０
・
23
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
の
土
砂

撤
去
は
、
原
発
事
故
前
は
、

各
行
政
区
と
の
協
働
作
業
で

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
事
故

後
は
放
射
線
の
影
響
を
考
慮

し
自
粛
し
て
い
た
た
め
、
土

砂
堆
積
が
増
大
し
て
い
ま

す
。

　

町
と
し
て
も
引
き
続
き
、

国
・
県
に
撤
去
事
業
の
具
体

化
を
要
望
し
、
国
の
方
針
確

定
後
、
速
や
か
に
取
り
組
む

た
め
に
、
事
前
調
査
を
含
め

た
現
状
把
握
、
実
施
体
制
の

準
備
、
関
係
機
関
と
の
連
絡

調
整
を
図
り
組
織
体
制
づ
く

り
、
事
前
準
備
を
進
め
ま

す
。

三
村　
８
月
に
開
催
さ
れ
た

少
年
の
主
張
大
会
で
、
本
県

は
38
、
全
国
１
位
の
秋
田
県

は
72
と
、
偏
差
値
で
非
常
に

差
が
あ
る
の
で
、
読
解
力
向

上
を
図
る
た
め
、
読
書
習
慣

を
身
に
付
け
る
決
意
を
聞

き
、
感
動
し
ま
し
た
。
現
状

の
教
育
レ
ベ
ル
は
、
他
県
や

県
内
市
町
村
と
比
べ
、
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。
全
体
の
学

力
向
上
対
策
と
個
々
の
や
る

気
の
生
徒
に
対
し
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

大
震
災
後
の
道
路
側
溝

　
　
　
　
　
　
　
　

汚
泥
の
現
状
は

国
の
事
業
方
針
確
定
後
に
除
染
す
る
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　小・中学生の学力の現状と
　　　　　　　　　　向上対策は

学力向上対策推進会議を設置

教
育
長　
小
中
学
校
で
年
間

３
つ
の
標
準
化
テ
ス
ト
を
実

施
し
、
①
全
国
標
準
テ
ス
ト

は
全
校
で
全
国
平
均
と
ほ
ぼ

同
じ
②
県
下
一
斉
テ
ス
ト
は

小
学
生
で
県
平
均
と
ほ
ぼ
同

じ
、
中
学
生
は
下
回
る
③
全

国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
は
小
６

の
国
語
、
算
数
の
基
礎
、
応

用
問
題
と
も
全
国
平
均
と
ほ

ぼ
同
じ
か
、
年
度
に
よ
り
若

干
上
か
若
干
下
、
中
３
の
国

語
で
ほ
ぼ
同
じ
、
数
学
の
応

用
問
題
で
下
回
り
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
矢
吹
町

学
力
向
上
対
策
推
進
会
議
を

設
け
、
各
幼
保
小
中
、
光
南

高
校
を
含
め
た
教
員
研
修

や
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル

ズ
研
修
、
夏
期
講
習
会
、
中

学
生
へ
の
教
科
検
定
試
験
料

の
半
額
助
成
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・��

健
康
な
町
づ
く
り
に
つ
い

て

震災時の道路

少年の主張大会


